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写真－1 混入短繊維の

一例  

写真－2 短繊維混合補

強土  

図 2 回転式破砕混合機  

写真 2 ターボミキサ混合  
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技術の名称 ＨＧＳ短繊維混合補強土工法  

概  要 

（150 字程度） 

発生土または安定処理土に，短繊維を混合することで，降雨・流水

などに対する耐侵食性や，ピーク強度・残留強度・靱性（ねばり強さ）

などの力学的特性の向上を図る工法である．短繊維には，ポリエステ

ル等の人工繊維を使用し，土に対する乾燥重量比で 0.1%程度の混合で

効果が得られる． 

技術登録等 なし 

技術の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁 

あり・なし 

 

１. 施工方法 

短繊維混合補

強土工法は，写真

1 に示すような短

繊維を土または

安定処理土に混入することで写真 2 に示すような繊維と土の混合体を

造成する工法であり，次節に示すような特徴を有することから土構造

物の耐侵食性能や耐震性能の向上を図ることが出来る．  

短繊維を混合する方法としては，ターボ

ミキサなどを用い短繊維と土を混合する方

法（写真 2），回転式破砕混合機を用いて混

合する方法（図 2）の二種類がある．現在，

原位置撹拌混合方式の開発も行われてお

り，実用化の目処が付いている． 

また，短繊維混合土を施工する方法として

は，一般的な土工や法面工と同様，吹き付け

方式と転圧方式の二種類がある．  

２. 短繊維混合補強土工法の特性 

2.1 耐侵食性 

室内降雨実験（簡易実験，模型実験），水

路実験，原位置暴露実験を実施し，耐侵食性

の評価を行った．いずれの結果も短繊維の混 

写真 1 短繊維の一例    図 1 短繊維混合土  
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（つづき） 

入が表流水の侵食に対して大きな効果を発揮しているが，ここでは簡

易室内降雨実験と現地暴露実験の結果を紹介する． 

(1) 簡易室内降雨実験 

図 3 は，100mm/h 相当の人工降雨に

よる簡易室内降雨実験の結果である．

繊維混入量が乾燥重量比で 0.1%と非

常に低い混入率であるにもかかわら

ず，降雨侵食に対する抵抗性が大きく

改善されている．写真 3 は同実験実施

後の短繊維混入無しの場合と同 0.2%

混入した場合の表面状態である．短

繊維の混入がない場合，大きく試料

土が流出しているにもかかわらず，

短繊維が 0.2%混入された場合表面

にはほとんど変状がない． 

(2) 原位置暴露実験 

施工直後に 120mm/h を超える降

雨強度や，表層に霜柱が発生するよ

うな冬期間を３ヶ月に亘り経験して

いる地域で原位置暴露試験を実施し

た．図 4 は土のみ(D)，セメント改良

土（CD），短繊維混入土(FD)，短繊

維混入セメント改良土(CFD)，短繊維

混入セメントスラリー改良土(CFS2)

について，簡易レーザ測距器により表層の浸食深さを測定した結果で

ある（短繊維混入率はいずれも 0.1%，長さ 60mm，太さ 17dtex）．短

繊維混入土は，土のみならず，セメント改良土よりも侵食量が少ない． 

2.2 力学的特性 

図 5 と写真 4 に曲げ

試験の結果を示す． 

短繊維の混入がピー

ク強度を増加させて

いると共にピーク強

度以降も強度が大変

位に至るまで残留しており，短繊維の混入のない試料のような急激な

強度低下も見られずねばり強さを発揮していることから，地震時の土

構造物のねばり強い構造化に有効である． 

＊＊カタログをご請求下さい．  

 

図 3 降雨継続時間と流出土砂量  

写真 3 侵食状況（左 0%，右 0.2%） 
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たわみ量と曲げ強度写真 4，図 5 曲げ試験結果  
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